
こ
の
よ
う
な
異
常
降
雨
に
よ
り
ダ
ム

が
満
杯
に
な
る
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る

た
め
、
一
庫
ダ
ム
で
は
緊
急
放
流
を
行

う
よ
う
な
大
雨
が
予
測
さ
れ
た
場
合
に
、

ダ
ム
に
貯
ま
っ
て
い
る
水
の
一
部
を
洪

水
の
発
生
前
に
放
流
し
、
貯
水
位
を
下

げ
る
「
事
前
放
流
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
放
流
の
回
避
、

も
し
く
は
緊
急
放
流
の
移
行
を
遅
ら
せ
、

ダ
ム
下
流
の
浸
水
被
害
の
軽
減
及
び

避
難
時
間
を
か
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洪 水調節 容量

事 前 放 流

ダム

大 雨 が 予 想 さ れ た 時 3

100
活 用 容 量

洪
水
を
貯
め
込
む

容

量

を

増

や
す

普段の水位よりさらに低下

ダムへの
流 入 量

ダムからの
放 流 量

流
量

 
・

 
貯
水
位

時 間

ダムに
貯 留

放流量

流入量

洪水貯留準備水位

EL.135.3m

洪水時最高水位

EL.152.0m

洪水量 (200m3/S)
１

異 常 洪 水 時
防 災 操 作

２

貯水位

ダムが満杯近くになり、緊急放流に移行

時 間

流入量

洪水貯留準備水位

洪水時最高水位

貯水位

洪水量

事前放流によ り
水 位 低 下

避 難 時 間 確 保

最 大 放 流 量 減

流
量

 
・

 
貯
水
位

(200m3/S)

異 常 洪 水 時
防 災 操 作

放流量

ダムに
貯 留

１

普段の水位よりさらに低下させることで、より多く
の洪水を貯め込むことができます。

２

Topics

緊

急

放

流

（
異

常

洪

水

時

防

災

操

作

）
と

は

い

じ

ょ

う

こ

う

ず

い

じ

ぼ

う

さ

い

そ

う

さ

緊
急
放
流
の
場
合
で
も
ダ
ム
に
流
れ
込

む
水
量
よ
り
多
い
水
量
を
ダ
ム
か
ら
流

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緊
急
放
流
は
、
文
字
ど
お
り
ダ
ム
や
川

の
緊
急
事
態
で
す
。
自
治
体
か
ら
出
さ

れ
る
避
難
情
報
に
基
づ
き
速
や
か
に
避

難
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
普
段
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
等
で
危

険
箇
所
や
避
難
場
所
の
確
認
を
し
て
お

く
こ
と
も
有
効
で
す
。

一
庫
ダ
ム
で
は
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
際
、

管
理
開
始
以
降
初
め
て
緊
急
放
流
を
実
施
し

ま
し
た
。
下
流
の
河
川
整
備
が
進
ん
で
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
幸
い
家
屋
へ
の
浸
水
被
害

は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

平成30年7月豪雨時の状況

満水に近い一庫ダム

平成30年7月7日撮影
（貯水位148.27m）

洪
水
調
節
中

ダ
ム
が
満
水
に
近
く
な
り
異
常

洪
水
時
防
災
操
作
に
移
行

ダムからの 
放流 水位を

下げる

貯留

ダムに洪水の一部を貯める
ことで下流の流量を減らし
河川の水位を下げる

水 位 を
下げるれ
なくなる

ダムに流れ込む洪水が
そのまま通過
（流入量と同程度を放流）

同じ量

ダ
ム
か
ら
普
段
よ
り
特
に
多
く
の
水
を
流
す
と
き
や
、
流
す
水
量
を

急
に
増
や
す
と
き
は
、
事
前
に
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を

鳴
ら
し
ま
す
。
川
の
水
が
増
え
る
の
で
、
す
ぐ
に
川
か
ら
出
ま
し
ょ
う
。

【

お

ね

が

い

】

ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
や
サ
イ
レ
ン
の
音
を
確
認

水
が
さ
さ
え
る
豊
か
な
社
会

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

一
庫
ダ
ム
管
理
所

38Vol
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（2023年）

一
庫
ダ
ム
の
公
式

ダ
ム
カ
ー
ド
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ダ
ム
カ
ー
ド

6
月
か
ら
8
月
は

夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

配
布
中
！

利水基準点
（虫生地点 ）
の位置

一
庫

大
路
次
川

野尻川

前川

藻
川

野間川

初谷川

ガウナイ川

田尻川

箕面川

一庫ダム

川 西 市

猪 名 川 町

豊 能 町

虫 生

ツイッターでも
情報やお知らせ
をいち早く発信
しています！

@ jwa_hitokura

一庫ダム管理開始40年

5
月
の
月
雨
量
（
ダ
ム
流
域
平
均
雨
量
）

は
２
６
０
．9
㎜
で
、
平
年
１
５
５
．1
に
対
し

約
１
6
８
％
の
雨
量
で
し
た
。

一
庫
ダ
ム
の
下
流
河
川
の
状
況
は
、

利
水
基
準
地
点
虫
生
（
む
し
ゅ
う
）
へ
23
日
間
、

約
６
３
２
万

 

を
補
給
し
ま
し
た
。

6
月
15
日
現
在
、
貯
水
率
は
約
５
３
．8
％
で
す
。

ｍ
３

貯水池の状況
(R5.6.16 撮影)

●
雨
量
、
貯
水
池
状
況
、
流
況

今

月

の

一

庫

ダ

ム

一庫ダムの主な年間貯水位曲線と令和5年の日雨量
2023/6/28

9時現在

洪水貯留準備水位 EL.135.3m
（6/16～10/15）

150

140

130

120

110

200

150

100

50

0

貯水位（EL.m）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

雨量（mm）

R5年雨量 平年貯水位（S58～R4） 過去最少降雨年（H6） R4年貯水位 R5年貯水位

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

R４年取水制限R４年取水制限

弾力的管理試験（6/16～7/15)

※R４年は貯水位が低かったため実施せず

近
年
は
前
例
の
な
い
よ
う
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

特
に
警
戒
が
必
要
な
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

ダ
ム
で
は
大
雨
の
時
に
ダ
ム
へ
流
れ

込
む
河
川
の
水
の
一
部
を
た
め
込
み
、

ダ
ム
下
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る

操
作
（
洪
水
調
節
）
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
ダ
ム
に
貯
め
る
こ
と
の
で

き
る
量
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
雨
が
降
り
続
く
よ
う
な
異
常
降
雨
と

な
る
と
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ダ
ム
が
満
杯
に
な
る
と
予
測
さ
れ
た
場

合
、
ダ
ム
に
流
れ
込
む
水
量
と
等
し
く

な
る
ま
で
ダ
ム
の
放
流
量
を
増
加
さ
せ

る
操
作
を
「
緊
急
放
流
（
異
常
洪
水
時

防
災
操
作
）
」
と
い
い
ま
す
。

ダムが満杯になるような大雨の前に・・・事前放流を実施しない場合 事前放流を実施した場合



〒666-0153

兵庫県川西市一庫字唐松4番地の1

TEL:072-794-6671

一庫ダム管理所
独立行政法人 水資源機構

一庫ダムHP

井補野

Ｐ

一庫ダム管理所

Ｐ
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至川西市街

至能勢町
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FAX:072-794-1908

ア

ユ

の

生

態

環

境

に

大

事

な

存

在

ア
ユ
は
冬
、
海
に
い
る
の
で
、
ア
ユ
の
い
な
い
冬
の
間
、
川
で
生
活
す
る

虫
や
魚
（
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト
ビ
ケ
ラ
や
オ
イ
カ
ワ
等
）
が
藻
を
食
べ
て
い
れ
ば
、

春
に
ア
ユ
が
川
に
遡
っ
て
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
）
来
た
時
に
「
ア
ユ
が
藻
類
を

食
べ
や
す
い
状
態
に
維
持
」
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
藻
類
を
食
べ
る
魚
や
虫
が
い
な
い
と
、
藻
が
増
殖
し
糸
状
藻
が

長
く
ア
ユ
の
餌
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ア
ユ
の
生
息
環
境
に
は
ヒ
ゲ
ナ

ガ
ト
ビ
ケ
ラ
や
オ
イ
カ
ワ
は
大
事
な
存
在
な
ん
で
す
ね
。

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

豆

知

識

一
庫
大
路
次
川
で
の
ア
ユ
釣
り
が
解
禁

さ
れ
た
６
月
18
日
（
日
）
、
猪
名
川
漁
業

協
同
組
合
と
共
同
で
、
一
庫
ダ
ム
上
流
の

龍
化
吊
橋
の
そ
ば
に
「
ア
ユ
の
ぼ
り
」
を

掲
揚
し
ま
し
た
。
一
庫
ダ
ム
湖
に
は
湖
を

海
の
か
わ
り
と
し
て
産
ま
れ
育
っ
た
湖
産

ア
ユ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ア

ユ
が
元
気
に
大
き
く
育
つ
こ
と
、
ま
た
、

ダ
ム
湖
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の
安
全
を
祈

念
し
て
掲
揚
し
て
い
る
の
が
、
「
ア
ユ
の

ぼ
り
」
で
す
。

今
年
は
、
来
訪
さ
れ
た
方
々
に
ア
ユ
の

ぼ
り
に
寄
せ
書
き
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ユ

の
塩
焼
き
も
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ア
ユ
の
産
卵
場
造
成
の
取
組

で
あ
る
「
川
の
耕
し
隊
」
が
開
催
さ
れ
る

10
月
中
旬
頃
ま
で
掲
揚
す
る
予
定
で
す
。

一
庫
ダ
ム
上
流
「
一
庫
大
路
次
川
」
に
稚
鮎
遡
上
中
！

５
月
26
日
（
金
）
に
伊
丹
市
立
瑞
穂
小

学
校
５
年
生
、
31
日
（
水
）
に
川
西
市
立

清
和
台
小
学
校
４
年
生
、
６
月
15
日

（
木
）
に
川
西
市
立
清
和
台
南
小
学
校

４
年
生
が
ダ
ム
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
に
関
す
る
説
明
の
後
、
い
ざ
堤
内
へ
。

ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
は
ダ
ム
の
中
に

入
る
の
は
初
め
て
。
そ
れ
ぞ
れ
印
象
に

残
っ
た
も
の
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

皆
ダ
ム
内
の
探
検
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

質
問
タ
イ
ム
で
は
、
「
日
本
で
一
番
水

を
貯
め
ら
れ
る
ダ
ム
は
ど
の
く
ら
い
の
量

を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」
と

い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
一
庫
ダ
ム
だ
け
で

は
な
く
、
ダ
ム
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

5
月
29
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
の
4
日

間
、
川
西
市
立
東
谷
中
学
校
2
年
生
の
生

徒
2
名
が
一
庫
ダ
ム
管
理
所
で
職
業
体
験

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
、
機
械
、
電
気
通
信
な
ど
各
班
の

業
務
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
他
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
の
保
全
活
動
や
一
般
ダ
ム
見
学
の
対
応
、

貯
水
池
の
異
常
が
な
い
か
を
確
認
す
る

船
舶
巡
視
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

至川西市

173

至能勢町

アユのぼり

龍 化 吊 橋

龍 化 渓 流 地 区
遊歩道

このあたりは
鮎釣り

スポット！

【アユ釣り解禁】全国の鮎釣りファンの
みなさまにお知らせです！一庫ダムが
位置する猪名川水系では9月30日（土）
まで鮎釣りが解禁！

【問い合わせ先】（川の案内所）
猪名川漁業協同組合
電 話・０８０-６１７５-９３１１
ＦＡＸ・０７２-７９２-００３７

ア

ユ

釣

り

解

禁

！
川 の 案 内 所

ダ
ム
見
学
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
！

ア
ジ
サ
イ
は
花
の
色
が
変
化
す
る
珍
し

い
お
花
で
す
が
、
酸
性
土
壌
で
青
色
、
ア

ル
カ
リ
性
土
壌
で
ピ
ン
ク
色
に
変
わ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
管
理
所
の

ア
ジ
サ
イ
は
青
か
ら
ピ
ン
ク
の
色
で
少
し

土
壌
酸
度
に
む
ら
が
あ
っ
た
か
な
？

管
理
所
花
壇
の
紫
陽
花

ア

ユ
の
ぼ

り

掲

揚

稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
を
実
施
！

ト

ラ
イ

や
る
・
ウ

ィ

ー
ク

ダ

ム

見

学

記念撮影

アユの塩焼き♪

「
若
鮎
の
瀬
に
尻
ま
く
る
子
供
か
な
」

子
供
ら
が
、
着
物
の
裾
を
か
ら
げ
て
川
の

浅
瀬
に
入
り
魚
と
り
を
し
て
い
る
情
景
を

“
井
上
井
月

”
が
詠
ん
だ
句
で
す
。

一
庫
大
路
次
川
に
も
い
つ
か
こ
の
よ
う
な

川
の
風
景
が
も
ど
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
！

6
月
4
日
（
日
）
、
川
西
市
西
畦
野
に

あ
る
文
殊
橋
付
近
に
て
猪
名
川
漁
業
協
同

組
合
協
力
の
も
と
、
稚
ア
ユ
の
放
流
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
後
、
昨
年
度
か
ら
再
開
し
、

今
年
は
６
家
族
22
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
ア
ユ
の
生
態
な
ど
の
話
し
を

聞
い
て
い
た
だ
き
プ
チ
「
ア
ユ
博
士
」
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
後
は
、
稚
ア
ユ
を
入
れ

た
バ
ケ
ツ
を
も
っ
て
水
辺
へ
移
動
、
子
供

た
ち
は
初
め
て
見
る
稚
ア
ユ
に
大
喜
び
で

し
た
。
川
の
流
れ
に
向
か
っ
て
元
気
よ
く

泳
ぎ
出
る
稚
ア
ユ
た
ち
を
み
ん
な
で
見
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
地
域
の
皆
様
が
「
一
庫

ダ
ム
」
や
「
ア
ユ
」
に
つ
い
て
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

一
庫
ダ
ム
で
の
職
業
体
験
を
通
し
て
、
楽

し
い
と
思
い
な
が
ら
働
け
る
こ
と
を
知
る

一
助
に
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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